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ン，クロバザムおよびエトスクシミドは，光誘発電位の late  
components の電位を有意に減少させ，光誘発後発射の持続時間を有意に短縮させた． 
 以上，外側膝状体キンドリングモデルの光誘発電位を指標にすることにより，各種抗て
んかん薬の視覚経路に対する作用を検出できる可能性を見出した点で新規であり，博士（薬
学）の学位に価すると判断した．  
 
 
 
